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This paper examines factors of activities in which second generation migrants from 
Brazil (SGMBs) in Hamamatsu communicate to younger cohorts. First, this research 
uses the life story analysis method for the concerned individuals when obtaining 
resources. The analysis shows they gained a perspective for the future and changed 
perceptions of time. Moreover, they changed negative perceptions to positive attitudes 
towards their understanding for each ethnicity. Having known about the situations of 
non-native children and youth, they had an awareness of issues and a sense of their 
ethnicity. Then, they encountered agents and accessed to spreading their own opinions. 
Second, this research analyzes the roles of agents collaborating with SGMBs. The 
functions of agents are 1) creating systems, 2) approaching people concerned, and 3) 
arranging stages. In conclusion, the factors of activities of SGMBs in Hamamatsu for 
younger cohorts are as follows. To begin with, one person is given a certain post and 
has the capacity of the above three functions. Additionally, networks among agents 
support SGMBs in activities for younger cohorts are in existence. Thirdly, agents can 
raise funds and prepare opportunities of building a diverse society. Finally, SGMBs who 
gained resources are appearing in the host society. 
 

















































佐藤 2010]、「適応」に関するもの[志水・清水 2001；江淵 
2002]、「学力」に関するもの[宮島 1999]、「進路」に関す








































































第 1 章では、先行研究をもとに、移住第 2世代を取り巻
く環境および、日本における多文化共生社会構築の意義を
整理する。次に第 2章では、浜松市の施策展開と第 2 世代
の状況を明らかにする。第 3 章は、発信するブラジル人移
住第 2 世代の若者の語りを資源獲得の観点から分析する。







第 1節 日本におけるブラジル人移住第 2世代を取り巻く
状況 






















Language Proficiency, CALP)と伝達言語能力(Basic 













































































































第 2節 日本の多文化共生 
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第 3項 多文化共生社会構築の意義 





























































































第 2節 取り組みの展開 
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第 3章 発信する移住第 2世代の語り 








第 1節 調査対象者と調査方法 




















































































































































































第 3節 移住第2世代 4人の語り 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1節 調査対象者と調査方法 
第 1項 調査対象者 
浜松で発信する第 2 世代と協働するエージェントを対象
に調査を行った。調査対象者は(公財)浜松国際交流協会











の主な内容は、移住第 2 世代との協働目的、第 2 世代との
協働における自身の役割についてである。 
 
第 2節 調査対象者が所属する団体のプロフィール 
第 1項 公益財団法人浜松国際交流協会(HICE) 











































第 3節 移住第2世代との協働と各エージェントの働き 










































































第 2 項 特定非営利活動法人浜松 NPO ネットワークセン
タ (ーN-Pocket) 



































第 3項 静岡文化芸術大学(SUAC) 







































第 5章 考察―ブラジル人移住第 2世代の発信活動 
 本章では、第 3 章で取り上げたブラジル人移住第 2 世代



































































第 2節 協働するエージェント 
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2013 「日本のわかもの」の参加者感想より)[The TOKAI 
Branch of the “GAIJIN”(企画製作),(特)浜松NPOネットワー











































































































































第 2項 エージェントの機能 






















































































取り組み、さらには移住第 2 世代の動向を概観した。第 3
章では、サンドラ・ウォルマンの編成的資源の枠組み、つ
まり「時間」、「情報」、「アイデンティティ」を援用し、発
信するブラジル人移住第 2 世代の若者 4 人へのライフスト
ーリー・インタビューをもとに、発信する当事者の資源獲
得および、発信に至る過程と発信後の変化を検討した。第 4
章では、移住第 2 世代と協働し、発信をサポートする 4 人
のエージェントに対する調査から各機関・団体における、
移住第 2 世代の若者との協働目的や、エージェントの役割
を明らかにした。第 5章では、まず第 1節で、第 3章での
調査をもとに発信する当事者の資源獲得および、発信に至






























































































































































































18) 『町字別世帯数人口一覧表』(平成24年 1月～平成26年 12








20) 1979年 5月より 1999年 4月まで在職。 







2015年 11月 9日) 







































































































































































































































































変容』講座 トランスナショナルな移動と定住 第 2巻―定住化
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表』における各年の 3 月末現在のデータを使用している。ただし、2015 年については(公財)
浜松国際交流協会のウェブサイトで公開されている「浜松市の外国人登録者数」内の 2015 年 4
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2006 2,084,919 394,477  19% 
2008 2,217,426 492,056  22% 
2010 2,134,151 565,089  26% 
2012 2,033,656 624,501  31% 
2014 2,121,831 677,019  32% 
 







2006 312,979 78,523 25% 
2008 312,582 110,267 35% 
2010 230,552 117,760  51% 
2012 190,609 114,641 60%  
2014 175,410 111,077  63% 
 
表 3 調査協力者のプロフィール 
 仮称 年齢 性別 学歴 職業 滞日年数 移動経験 家族構成 





19 年 伯→日 父、母、兄、妹 
2 B 20 代 女 
大学 
在学中 
学生 10 年 伯→日 父、母、妹、妹 
3 C 20 代 女 
大学 
在学中 
学生 19 年 伯→日→伯→日 父、母、妹、妹 
4 D 10 代 男 
大学 
在学中 
学生 17 年 日→伯→日 母、弟、弟、妹 
 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
目次  文化政策研究科 































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
はじめに  文化政策研究科 

































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
凡例・略称  文化政策研究科 




1. 筆者(調査者)が補った部分は、( )内に表記する。 
2. 語りに誤りがある場合は、(→ )で矢印の後に正しい内容を表記する。 
3. 本人の希望により、詳細を伏せた部分は、[ ]で示す。 
4. 聞き取ることができなかった部分は、________で表記する。 
5. 動作については、< >内に表記する。 
6. 「・」ひとつにつき、1 秒の間を表す。 
 
略称 
1. 公益財団法人 浜松国際交流協会：HICE 
2. 公益財団法人 名古屋国際センター：NIC 
3. 特定非営利活動法人 浜松 NPO ネットワークセンター：N-Pocket；N ポケ 
4. インターナショナルクラス：インター 
5. ロジスティック部：ロジ部 
6. 外国にルーツを持つ若者のトークイベント×音楽ライブ 可能性へ向けての RESTART：
RESTART 





インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 3 月 6 日 17 時～18 時 30 分 
・ 回数：1 回目 
・ 場所：湖西市の喫茶店 













はい。あたしが 1 年に入った時に 6 年に 1 人で、その人が通訳してくれて、その人が

















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 


















調査者：部活は 3 年間続けた？  
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対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 
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対象者：A  文化政策研究科 
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お父さんが 1 年おきにブラジル戻ってきてて、だからあたし 4 歳のとき、だからあん
まりお父さんの記憶なくて、1 年に 1 回みるおじさんみたいな感覚だったの。でもあ

















でもあたしの事情を話したら、1 年限定、休学 1 年間限定だったから、「1 年はちょっ
と」と言われて、「5 年はやってほしい、5 年間の契約だから」って。「よかったらサ
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対象者：A  文化政策研究科 














結局 1 年休学して 1 年働いただけでは学費稼げんかったし、だから 2 年目はじゃあ工
場で働こうと思って工場で働いた。 
調査者：工場では 1 年間働いた？  
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対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 






















ればね、なんでも OK みたいな感じで全部 OK してきたから、でもその中であたし以
















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 
























HICE や N-pocketなどの活動する場について 
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対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 






































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 11 月 9 日 16 時～17 時 30 分 
・ 回数：2 回目 
・ 場所：湖西市の喫茶店 
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対象者：A  文化政策研究科 
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対象者：A  文化政策研究科 
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インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 













まれたのが 1 番最初。 
調査者：その時は松岡さん？ 
対象者：うん。松岡さん。 
調査者：それは 2000 何年とか記憶にあります？ 






















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 










調査者：学校の中では A 先生の話を聴きましょうみたいな会があったりするんですか？ 




























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 










調査者：主に HICE、N ポケだと思うんですけど、それらについては、例えば HICE の担当だ
ったら、その時は松岡さんですよね？ 
対象者：うん。 


























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：A  文化政策研究科 









インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 3 月 10 日 10 時～15 時 
・ 回数：1 回目 
・ 場所：B が在籍する大学の個室 






対象者：ブラジルでは小学校 4 年生の終わりまで学校に行き、日本では小学校 6 年生初めに合
わせて通うように。実質小学校 6 年生というものを(ブラジルと日本の)どっちでもや
っていない感じなんですよ。 
調査者：小学校 6 年生？5 年生じゃない？ 
対象者：向こうは 4 年生終わって、こっちに来た時に 5 年生に入る予定だったのが、誕生日の














が 10 年になっちゃったっていう、まあ、いつものパターンですね。 





インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 



































調査者：もう 1 人の友だちって日本人？ 
対象者：ブラジル人です。そこでちょっとブラジルのコミュニティに関わったってのがきっか
けかなって思います。 
調査者：中学校 2 年生の時に学校に入ってきた子は日本語は話せない状態で入ってきた。 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 









調査者：先生から高校に行けるという話をしてもらったのはいつ？3 年生？  
対象者：言われたのが中 1 の最後なんですよ。その時の担任。その担任の先生が中 1 と中 3 を




調査者：その先生から中 1 で聞いて、  
対象者：聞いて、 
調査者：中 2 でそこを目指す友だちもいて、 
対象者：その子も g(高校)インター(高校)インターって言ってて、へえーみたいな感じで、じゃ






調査者：中 1 で先生に言われるまでは勉強に対しては？ 
対象者：普通にテストで点数取るためぐらい。ほんとは中 1 の時にあの、日本語教室通わない
かっていうのが来たんですよ。当時、あの、W 小でやってた、えーっと、ことばの教











インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 






調査者：大学生になって、現在されているような活動は 1 年生の段階からしている？  
対象者：うん、そうですね。 
調査者：スタートは？  




























らえるから C と 2 人でちょっとやろうよって。ブラジルに関する教育事情をプレゼン
した時にたまたま、R 大学のあの、Q 先生がたまたまいらしていて。 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 












のが RESTART なんですよ。 






調査者：HICE との関わりは RESTART が最初？  



















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 






























対象者：1 人は高 2 と小 6 の子がいます。 
調査者：妹たちも同じように日本の学校に入っている  
対象者：そうですね。 
調査者：妹 2 人に対しても両親の言うことは同じ？  
対象者：同じです。 
調査者：一番下の子は何歳の時に来日だ・・  
対象者：小 6 だから 2 歳。2 歳で来たんですよ。 
調査者：家族内では何語を使って話しますか？  
対象者：私はポルトガル語、真ん中の子がポル語交じりの日本語、日本語交じりのポル語、一
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 



















調査者：じゃあ、そもそも COLORS を結成しようと思ったのは？78 か国、RESTART？ 
RESTART が前準備みたいな感じで。報告書だと 78 か国が発端だと言われているけ
ど 
対象者：そうですね。えと、RESTART のメンバーと 78 か国やったメンバーがちょっと入れ
替わったのでどっちかというと78か国のメンバーがそのままCOLORSになったとい













対象者：K さんは HICE の紹介で、C は連れてった、A が RESTART で何気に会ってるんです
よね。で、ちょっと来てって。司会やってもらって。どっちもですね、HICE からも
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 




HICE も声かけますみたいな。K と C、J が出てきた感じですね。 
調査者：J さんはどういう形で入ってきた？HICE？  
対象者：J はそうですね、RESTART が元々HICE から声かけられて、そこで初めましてで、
そこからつながってって、RESTART やって 78 か国やってみたいな。 
調査者：いろんな立場の人が COLORS のメンバーに集まっていると思うんだけど、そうした
組織に属している自分、各々活動する場が別にもあって、そうした人たちが集まる





























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 




HICE や N-pocketとの協働 


































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 





































るわけですが、ずっと 5 なのか、変化がある？ 
対象者：ブラジルにいた時は、一応日系扱いだったので、なんか普通っていうか、それが普通
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 









たのがその時だったので、来た時は、そうですね、中学 1 年生で言うと、1 っていう
感じで。 
調査者：そのジレンマは小学校 6 年生の時からあった？  
対象者：ありましたね。外国人扱いされるので。 





調査者：中学校 2 年でのブラジルから来た子と友だちになってからは？  
対象者：来て、ポルトガル語で話して、「ポルトガル語かっこいいね、いいね」って言ってもら



















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 





調査者：高校生のインターナショナルクラスの時と、大学生の今では同じ 5?  

































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 















インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 7 月 21 日 13 時～14 時 
・ 回数：2 回目 
・ 場所：B が在籍する大学の個室 















だったらブラジル人学校行こうって。で、そのたぶんそれをその 3 者面談、中 1 かな
あ、で先生に伝えた。 
調査者：じゃあ、中 1 のどこかの段階でブラジル人学校っていう選択肢が頭の中にあって、 
対象者：そうですね。 




調査者：その話を受けて、中 2、中 3 と来て、中 2、中 3 の時にはもう g 高校っていう話を(前
回)されてて、 
対象者：そうですね。同じ友だちが中国人の友だちがその、中国人の友だちの従妹がもう g(高





インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 













で、なんか、それで RESTART になっちゃったっていう＜笑い＞。RESTART になり、
COLORS になり、「物申す」になりって感じですね＜笑い＞。 
























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：B  文化政策研究科 























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 3 月 11 日 10 時～12 時 55 分 
・ 回数：1 回目 
・ 場所：C が在籍する大学の個室 































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 
1 回目  近藤 大祐 Daisuke KONDO 
108 
 




































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 



































日本の中学校編入～2 年生 3 学期 
調査者：その後に日本の中学校に入ったのはどういった理由から？ 
対象者：その時、2008 年だったんですね。ちょうどリーマンショックで、学費が 3 姉妹で 10
万円なんですよ、月に。それがすごい負担になってしまって、日本の学校に移そうっ
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 












な感じで、まあ、中学校 2 年生の 3 学期って結構微妙じゃないですか、もう次受験だ











調査者：中学 2 年生の 3 学期から通い始めたということだけど、3 学期の初めから？ 
対象者：3 学期の初めから。 













インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 






















中学校 3 年生 










調査者：その時期は中 3 のいつになりますか？ 





インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 












高校 1 年生 インターナショナルクラス 
調査者：高 1 のインターナショナルクラスでの 1 年間はどうでしたか？ 

























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 





























調査者：それは C さんが自発的に聞いてみたのか、お父さんやお母さんが話してくれたのか？  
対象者：聞きに行きましたね。うん。 








インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 































HICE や N-pocket等、活動の場について 







インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 






































調査者：そういう気づきがあって、大学生になって 4.5 になったのはなぜ？ 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 

























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 9 月 2 日 10 時～14 時 
・ 回数：2 回目 
・ 場所：C が在籍する大学の個室 































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 





























調査者：他は JICA 横浜で話したりとか。あれっていうのは、RESTART とか雑誌 V で書いて
いるのを担当者が見たり読んだりして呼ばれた形？ 
対象者：それは、池上パワーですね＜笑い＞。はい。 
調査者：＜笑い＞。先生が、うちには C っていう子がいるから、 
対象者：そう、その通りです。でも、先方から何かいい人材はいないか誰かいい人はいないか
っていう声がかかって、池上先生から、「このような学生がいます」と例えば、




インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：C  文化政策研究科 









インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 4 月 29 日 
・ 回数：1 回目 
・ 場所：D が在籍する大学の個室 































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 






































対象者：小学校 2 年生の時は何もなかったですね。平和な感じで。 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 


























調査者：D が小学校・・2 年？ 












インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 




































対象者：そうですね、小学校 5 年生以降の話になるんですけど。 
 
日本に戻るきっかけ 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 





























すけども、やっぱ 2 年生で堕落するって言うじゃないですか＜笑い＞。 
調査者：中だるみってやつね＜笑い＞。 
対象者：そうですね。中だるみにまんまと引っかかって。けど、英語だけは唯一の救いだった







インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 











調査者：その時は週に 2 回？ 
対象者：そうですね。週に 2 回。あの、元々中学の時に自分の部活の予定とかに合わせてくれ
て、時間帯も。基本僕と弟ともう 1 人しかいなかったんで。 
調査者：ああ、そうなんだ。 
























インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 






































対象者：あのー、B さんと C さんはボランティアで教えに来ていた。B さんと C さん以外は日
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 















調査者：それは実は B さんから聞いてるんだ、県の審議会の場で D がこんなこと言ってくれた
んだよって。 
対象者：まじかー＜笑い＞。そういう感じですね。 




















調査者：B さん C さんていう先輩たちを見てきて、受験して。他は考えなかった？ 
インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 
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調査者：それいつ 4 月？入学してすぐの。 
対象者：どうだろうな。募集掛けたのいつだろうな、4 月じゃなかったんですけど全然。いつ
だろうなあ。動き出したのは後期だったと思いますけど、5 月ぐらいに募集かかった

















調査者：あーじゃあ、No-Side の時に(調査者が D を HICE に)連れていった時に初めて松岡さ
んとは。 
対象者：そうですね。はい。 
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対象者：小学校 5、6 年生。 
調査者：小学校 2 年生の時期は？ 
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調査者：その中で、今の 5 っていうのはいつ 5 になったの？ 


































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 







































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 





































インタビュー資料  静岡文化芸術大学大学院 
対象者：D  文化政策研究科 





・ 日時：2015 年 8 月 4 日 12 時 10 分～13 時 
・ 回数：2 回目 
・ 場所：D が在籍する大学の個室 
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ど。でもまあ、近くに小学校の友だちもいたりしてよく遊んだり、泊まりに行ったり
来たりはあったんで、ちょくちょくそういう関係はありましたね。はい。 
調査者：はい。わかりました。以上です。ありがとうございます。 
対象者：はい。お疲れ様でした。 
 
 
 
